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特集「顕微鏡法による材料開発のための微細構造研究最前線（）」 ―先端顕微鏡法開発がもたらす材料科学の新たな展開―

特集「顕微鏡法による材料開発のための微細構造研究最前線(9)」

―先端顕微鏡法開発がもたらす材料科学の新たな展開―

企画にあたって

古屋一夫1 阿部英司2 幾原雄一3 大貫惣明4 倉田博基5 今野豊彦6

進藤大輔7 陣内浩司8 関口隆史9 高井義造10 竹口雅樹11 竹田精治12

田中信夫13 寺内正己14 波多 聰15 平山 司16 堀田善治17 松村 晶18

三石和貴19 武藤俊介20 森博太郎21 山本直紀22

材料を構成する原子･分子の配列を実空間で観察し元素種を同定することで，ナノ領域の

材料特性を解明し，新材料の開発に資する研究が活発に行われています．その中で過去の本

特集は，材料科学の側から顕微鏡手法の有効性とその発展，結果としてもたらされた多くの

知見を簡潔にまとめたものとして，極めて有用でありました．

一方，この間も電子顕微鏡の手法開発では，より一層先端的な研究が電子線光学や試料・

観察法，分光・分析法などの分野で行われ，多くの成果が得られています．例えば，透過型

電子顕微鏡における電子線源の改良とレンズの収差補正技術は，サブオングストロームの分

解能を可能にするとともに，分析精度の飛躍的な向上をもたらしています．また，環境セル

や高傾斜ホルダーの導入は，高感度・高速検出器の開発と相まって，3 次元その場観察の分

野を大きく発展させています．さらに，新しい計測原理に基づいた分光器の開発は，光でし

か見えなかった材料の状態分析を可能にしつつあります．

本特集では，電子顕微鏡法の最近の技術的発展を頭に置きながら，材料科学への大きなイ

ンパクトを持つ学術情報を，顕微鏡写真を中心にしてまとめました．専門分野の異なる研究

者・技術者にも，将来にわたって活用できる記事構成としたつもりです．その意味で，学会

を超えて各分野の第一線でご活躍の研究者の方々に企画世話人をお願いし，各手法の多様性

にも十分に対応できるように企画しました．幸いにも51件の原稿が集まり，本分野におけ

る我国のポテンシャルの高さと研究状況を広く知ることができるものになりました．また，

本特集の意義に賛同された顕微鏡関連の企業からも広告を掲載して頂きました．機器検討や

解析支援の情報源として活用して頂きたいと思います．最後に，本企画が今後の材料開発に

おける発展の一助となれば幸いに思います．

(文責 古屋一夫 2009年10月13日受理)


